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全国芸術祭サポーターズミーティング in さいたまの様子 

４ サポーター                                   
 「共につくる、参加する」芸術祭を掲げた「さいたまトリエンナーレ２０１６」を継承し、多くのサ

ポーターが国際芸術祭を応援し、盛り上げるだけではなく、各プロジェクトへの参加や自主企画活動等

により、国際芸術祭を共につくりあげる役割を担った。 

 
（Ⅰ）サポーターの構成 
  登録者数 ２，０１９名（令和６（２０２４）年３月３１日時点） 

＜内訳＞ 
〇男女比 

 登録者数 割合（％） 
男 性 546 27 
女 性 942 47 
不 明 531 26 
合計 2,019 100 

 

〇年代別 
 人数 割合（％） 

10 代以下 56 3 
20 代 642 32 
30 代 353 17 
40 代 304 15 
50 代 311 15 
60 代 250 12 
70 代 91 5 

80 代以上 12 1 
合計 2,019 100 

 
 
 

〇職業別 
 人数 割合（％） 

学 生 499 25 
勤労者 546 27 

主婦・主夫 151 7 
パート・アルバイト 118 6 

退職者 113 6 
その他・不明 592 29 

合計 2,019 100 
 

 
（Ⅱ）活動実績 

全国芸術祭サポーターズミーティング in さいたま 
全国各地の芸術祭サポーターがさいたまに集い、芸術祭のあり方やサポーターの活動などについて

情報交換をして交流を深めた。 

名称 会期 会場 内容 参加人数 

全国芸術祭サポーターズ
ミーティング in さいたま 

R5(2023)/11/4 
大宮区役所２階大会議室 
旧市民会館おおみや 

全国各地の芸術祭で活動するサ
ポーターが集まり、サポーター
活動の役割や意義を共有 

30 
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サポーターミーティングの様子 芹沢参与×遠山Ｄトークイベント 

（参考） 
サポーターミーティング 
  サポーター同士の交流や最新情報の共有、アーティストとの出会いの場として開催。 

 
 
その他 

 

 
 

  

名称 会期 会場 参加人数 

サポーターミーティング 
R3(2021)/4/23〜R6(2024)/3/22 
期間中36回開催 

旧市民会館おおみや 
RaiBoC Hall/大宮門街 

862 

名称 会期 会場 参加人数 
芹沢参与×遠山Ｄトークイベント R3(2021)/5/1  コーププラザ浦和 39 
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５ 会場整備・運営                                    
（Ⅰ）会場整備 
  メイン会場「旧市民会館おおみや」は、昭和４５（１９７０）年に竣工、令和４（２０２２）年３

月に供用停止となるまで、５２年間、市民会館として利用されてきた。 

旧市民会館おおみやをさいたま国際芸術祭２０２３のメイン会場として使用するに当たり、老朽化

した箇所の修繕など会場整備を行った。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

＜会場整備工程＞ 

 
 
（Ⅱ）会場運営 

▪受付 
メイン会場に受付を設置し、当日チケット販売（キャッシュレス

決済対応）、前売チケット引換、グッズ販売、公演の整理券配布及び

場内における注意事項の案内等を行った。また、ガイドマップ及び

各種イベントのチラシ等を配布した。 

 

 

 

 

 

 

令和４年 令和５年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

会 期
修繕実施設計 修繕実施

事前調査 会場設営等

作品制作・設営

会場整備の様子 

主な配布物 
【共通】 
・ガイドマップ   
・市内文化施設割引クーポン（大宮盆栽美術館・岩槻人形博物館・

青少年宇宙科学館・宇宙劇場・埼玉県立近代美術館） 
・フロアマップ ・メイン会場・大ホール イベント情報 
【フリーパス購入者】 
・フリーパスケース 

受付の様子 
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▪会場内サイン 
来場者によって異なる鑑賞体験を意図した本芸術祭においては、推奨順路は設定せず、作品・動

線の案内に関するサインを中心に計画・設置した。また、英語での案内を併記した。 

 

 

 

 

 

 

 

▪コールセンター 
さいたま国際芸術祭２０２３に関する電話問い合わ

せに対応するため、多言語対応のコールセンターを設

置した。 

対応期間 

令和５（２０２３）年９月１日～１２月１０日 

日曜日～木曜日：午前１０時～午後６時 

金曜日・土曜日：午前１０時～午後８時 

▪救護室 
メイン会場１階に救護室を設置。簡易ベッド、簡易布

団セット、パーティション、担架を配備。 

▪バリアフリー対応 

車いす…１階救護室に２台、小ホール入口に１台設置

（計３台） 

可搬型階段昇降機…メイン会場１階・２階、小ホール

地下２階に各１台設置（計３台） 

▪救命対応 

メイン会場３階事務局に成人用ＡＥＤ１台を設置。 

▪授乳室 

可動式授乳室をメイン会場１階に１台、小ホール地下２階に１台設置（計２台）。 

 

 

 

 

 

フロアマップ 

会場内サイン 
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６ 広報・ＰＲ                                   
（Ⅰ）広報戦略・体制 

さいたま国際芸術祭２０２３の広報活動については、令和４（２０２２）年８月に広報プロモーショ

ン計画を策定し、３つのフェーズに分けて段階的に施策を展開した。 

（１）広報戦略（概要） 

●広報の目標 

 
●広報コンセプト 
「わたしたち」から発信する新しい芸術祭 

さいたま国際芸術祭２０２３は、市民参加型として市民に開かれた芸術祭であることに最大の特徴がある。今

回のテーマである「わたしたち」は、作品と鑑賞者の関係を捉えなおし、鑑賞者の主体性により創り上げる国際

芸術祭として、これまでにない芸術祭を目指す。こうした考え方を積極的に広報していくことで、「共につくる、

参加する」市民参加型の芸術祭としてのイメージ定着を図り、芸術祭としての独自性を打ち出していく。 

●広報活動基本方針 
⑴ これまでにない独自の芸術祭であることを強く発信し、市のイメージ向上に寄与する 

国内で多数開催されている芸術祭をもう一度捉えなおし、さいたま市でこれまでにない独自の芸術祭が開か

れることを強調して注目度を高められるような広報活動を行う。また、市民プロジェクト等、市内で活発に行

われている文化芸術活動全般の発信を通じて、文化芸術都市としての側面を伝えていく。 

 ⑵ 統一したビジュアルイメージを保ち、さいたま国際芸術祭としてのイメージを確立する 

ロゴ制作担当のデザイナーに制作物のデザイン監修を依頼し、一貫したビジュアルイメージを保つことで、

アートプロジェクト、市民プロジェクト、連携プロジェクトの一体性を確保し、市民参加型の芸術祭としての

認知度向上につなげる。統一されたルールに沿ってデザインを管理することで、チラシ・ポスター・WEB サイ

ト等の様々な媒体を活用しながら、多面的に情報発信を行う。 

⑶ 本番直前の情報発信の山場に向けて、開催への期待感を高める 

リアルタイム性の高い SNS を駆使して、本番に向けて準備が徐々に活発化していく様子を細やかに発信し、

期待感を醸成する。市民サポーターなど、芸術祭に参加する「わたしたち」がメディアとなるような、SNS で

の拡散を狙った継続的かつ高頻度な発信を本番直前の情報発信の山場に向けて実施し、広報活動の効果を最大

化できる施策を目指す。 

 

 

 

 

 

 市民参加を促し、シビック 
プライドと機運を醸成 

 さいたまの視点から生み出す
これまでにない芸術祭を発信 

 より幅広い露出を狙い 
気軽に来たくなる芸術祭へ 
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●広報ターゲット 
本芸術祭の広報において重要と思われるターゲットを 3 つに分類。各ターゲットに応じて適切なメディア選定を

行い、コミュニケーション戦略を構築することで確実な情報伝達を行う。 

⑴ 30 代・40 代を中心としたさいたま市民 

 これまでのさいたま国際芸術祭の主要な来場者層である 30 代・40 代のさいたま市民を主要なターゲットに定め、

さらなる来場者数の増加を目指す。メイン会場への導線となるさいたま新都心駅や、大宮駅を中心に、街頭ポスター

の掲出や広報活動を行い、さいたま市内での認知を高める。また、市民参加型のプロジェクトやサポーターの日々

の活動などを積極的に発信することで、これまでの芸術祭以上に市民参加を促進し、市民とともにつくる芸術祭を

体現していく。 

⑵ 首都圏を中心としたアート関心層 

普段からアートに関心があり、チケット購入の確度が高い、首都圏を中心としたアート関心層への情報接点を増

やすことで、チケットの販売強化につなげる。また、有力と考えられるアート専門誌等に記事広告を出稿するなど、

アート・カルチャー媒体への露出を増やすとともに、同時期に開催される他芸術祭との広報連携を企画するなど、

国内で様々ある芸術祭を捉えなおした、これまでにない芸術祭であることを発信する。 

⑶ 国内外の観光客 

一般紙やメディア等に情報提供を行うとともに盆栽、漫画、人形、鉄道といった本市の魅力ある資源を発信する

拠点施設や商店街、スポーツイベント等と連携した幅広い広報を行うことで、芸術祭を知るきっかけを作り、「気軽

に遊びに来たくなる芸術祭」として認知拡大を図る。また、訪日観光客を意識し海外向けにも情報発信を行うこと

で、全体の来場者数の増加に寄与し、飲食店等、芸術祭周辺の地域の活性化を目指す。 

●メディア戦略 
地元メディア、芸術・文化等の専門メディア、一般メディアなど、それぞれのメディア特性を踏まえて適切な情

報提供を行うことで、露出の確度を高めていく。 

⑴ 地元メディアに対して：【文化行政、地域貢献への理解促進】 

 市政記者クラブや地元メディアに向けて、地域に根ざした情報として芸術祭の意義のみならず、芸術祭を彩る周

辺の情報を含めて伝えていく。市民による作品制作の様子や、市民サポーターの活動、地元との連携をテーマに露

出することで、さいたま市の文化芸術都市としての側面を伝えるとともに、本芸術祭の理解促進につなげる。また、

地元メディアに取り上げられることで、「わたしたち」の芸術祭であるといった、参加者の主体性の獲得を目指すと

ともに、市内での話題喚起を行う。 

⑵ 文化・芸術等の専門メディアに対して：【芸術祭としての評価・批評の獲得】 

 文化・芸術関連の専門メディアは一般紙よりも踏み込んだ内容の情報を欲することから、有力と考えられるアー

ト専門誌や WEB サイトに記事広告を出稿するなど、さいたま国際芸術祭の意義を語る企画を通して、本芸術祭が

目指す新しい芸術祭を訴求することで、本芸術祭の特色や本質的なメッセージなどを伝えていく。 

⑶ 一般メディアに対して：【芸術祭の認知拡大】 

 さいたま国際芸術祭２０２３の認知度を高めるため、テレビやラジオなど、幅広いメディアに開催情報を伝える。

会期や参加アーティストといった基本的な情報をしっかり伝えるとともに、一般の方にも芸術祭に対する興味や親

近感を持たせる企画を検討するなど、多くの人に開催情報を届けることを狙う。 
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●広報コミュニケーションマップ 
さいたま国際芸術祭２０２３の開催までの期間を 3 つのフェーズに切り分け、広報ターゲットごとに戦略的な広

報展開を行うこととした。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催期間

令和4（2022）年8月〜 令和5（2023）年7月〜 令和5（2023）年10月〜

フェーズごとの
主な活動

Phase1
芸術祭の開催を告知
ロゴ、ビジュアル、開催期間などの
概要や先行プロジェクトの実施情報
をWEB・SNSを中心に露出

Phase2
詳細情報を公開し
期待感を醸成
市民との制作や準備活動を露出、複
合的に様々な活動を開始
参加アーティストなど具体的な情報
を続々と公開し、期待感を醸成

Phase3
開催期間中も継続広報
開催に合わせてマスメディアや
広告を活用し、芸術祭の露出を
最大化
開催中のトピックスやイベント
ごとの告知を継続的に行う

・本番前市民向けイベントの実施
・本番前チラシの全戸配布

・地元メディアに対するオープ
ン時、開催期間中の取材誘致

・アーティストやディレクターへの
取材誘致

・芸術文化系メディアに対する
オープン時、開催期間中の取材
誘致

・在京海外メディア誘致
・お出かけ情報を扱うテレビや
ラジオ、雑誌等への情報提供

WEB・SNS
●ティザーサイト公開
●公式SNSアカウントの立ち上げ

●公式WEBサイト公開 ●開催中の情報を続々と告知

開催前期間

●さいたま新都心駅、大宮駅を中心に、さいたま市内主要箇所にポス
ター掲出・チラシ配架
●地元のテレビ、ラジオ、新聞へのプロモート

30代・40代を中
心とした

さいたま市民

●首都圏の美術館を中心にチラシ配架
●芸術系専門誌やアート・カルチャー系メディアへのプロモート
●同時期に開催される他芸術祭との広報連携

●開催概要のみを記したティザーチ
ラシを作成・配架
●さいたまアーツセンタープロジェ
クトやサポーターミーティング等の
先行プロジェクトの実施情報を提供

●開催概要のみを記したティザーチ
ラシを作成・配架

●全国メディアへの情報提供
●市内の文化施設や商店街へのチラシ配架
●海外メディア向けのリリース配信

首都圏・国内
アート関心層

国内外の
観光客
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（２）広報体制 
   効果的な情報発信を行うため、広報事務局を設置し、国際芸術祭と親和性のあるメディアの選定

やメディアリストの制作、プレスリリースの監修を行った上での、配信及びメディアからの問合せ

対応を行った。また、記者発表会及び内覧会への案内状制作をはじめとするメディア誘致や、当日

のメディア対応等を行い、会期中には、展示や公演ごとの取材・撮影可否を確認し、取材申込みが

あったメディアが滞りなく取材が行えるよう日程調整や取材方法の調整等を行った。 

 
（Ⅱ）パブリシティ活動 

（１）メディアへの情報提供 
（ⅰ）プレスリリースの配信 

令和４（２０２２）年 1月から令和５（２０

２３）年１２月までに３８回のプレスリリース

を行った。 

【配信先】 
さいたま市政記者クラブ、さいたま市地方記者

クラブ、一般紙（全国紙、地方紙）、スポーツ紙、

通信社、一般雑誌、アート系雑誌、web メディ

ア（各種ニュースサイト、ポータルサイト）、テレビ（ＮＨＫ、民放キー局、地方局、ケーブル

テレビ局）、ラジオ（ＮＨＫ、民放ＦＭ局）、フリーペーパー、北米・アジア旅行系メディア、北

米アート系メディア 

 
（ⅱ）記者会見等 

件名 日時 会場 概要 
記者発表会 令和５（2023）年 

7 月 12 日（水） 
14:00〜15:00 

ソニックシティホール 
４F 国際会議室 

 
ディレクター、市民プロジェクト・キュレー
ターから各プロジェクトの概要などを発表 
＊参加メディア数：39 媒体 48 名 
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件名 日時 会場 概要 
記者説明会 令和 5（2023）年 

10 月 6 日（金） 
13:00〜15:00 

メイン会場  

 

 

 

 

ディレクター、市民プロジェクト・キュレー
ターからの挨拶など 
＊参加メディア数：47 媒体 64 名 

内覧会 令和 5（2023）年 
10 月 6 日（金） 
15:00〜17:00 

メイン会場、 
SACP BASE（氷川の
杜ひろば） 

 

 

 

 

 
＊参加メディア数：47 媒体 64 名 

レセプション 令和 5（2023）年 
10 月 6 日（金） 
18:30〜20:00 

パレスホテル大宮 ４F 
ローズルーム 

 

 

 

 

 

＊レセプション出席者：149 名 

 
（２）パブリシティ実績 

令和４（２０２２）年４月から令和５（２０２３）年１２月までの間に、新聞、雑誌、テレビ及

びウェブなどの各種メディアにて、１，７６３件の掲載及び放送があった。 

そのうち、算出可能な１，７６１件を広告費換算すると約１２億４，４２５万円の効果があった。 

媒体 報道／露出件数 算出可能件数 広告換算額 備考（対象期間） 
新聞・雑誌等 158 158 ￥131,462,653 2023 年 2 月〜2023 年 12 月 

WEB 1,534 1,534 ￥705,055,125 2022 年 4 月〜2023 年 12 月 
テレビ 36 36 ￥347,733,339 2023 年 1 月〜2023 年 12 月 
ラジオ 22 21 ￥41,484,500 2023 年 1 月〜2023 年 12 月 

サイネージ 13 12 ￥18,524,000 2023 年 7 月〜2023 年 12 月 
合計 1,763 1,761 ￥1,244,259,617  

2023 年 12 月現在 
※さいたま国際芸術祭実行委員会にて、掲載・放送が確認できたもののみ掲載 
※広告換算額は、掲載・放送された同じ分量を広告出稿した場合の料金であり、（株）サーベイリサーチセンター

による推計 
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（Ⅲ）広報物による広報 
本芸術祭のロゴやイメージビジュアルを使用したチラシ、ポスターなど、各種広報物を制作し、公

共施設等で配布、掲出を行った。 

  
（１）チラシ 

主な配布先：市内外美術館・市内外ギャラリー、市内外芸術系学校、公共施設、一部鉄道駅（JR

駅・東武鉄道駅）、市内企業、商店街、各種イベント、メイン会場、市民プロジェクト会場、市内世

帯 など 

なお、上記のほか、市報さいたま令和５年度９月号に折り込み、市内全約６５万世帯への配布を

実施した。 

印刷物 展開時期 仕様等 
１ ティザーチラシ 

 
令和 5 年

（2023 年） 
1 月 

A4/両面/4C/50,000 部 

２ チラシ（1 面の
み４種類作成） 

令和５年 
（2023 年） 

9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A B 
1 面 
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印刷物 展開時期 仕様等 
２ チラシ（1 面の

み４種類作成） 
令和５年 

（2023 年） 
9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブランケット判/両面 4 つ折り/４C/計 700,000 部 

C D 

2 面 3 面 

4 面 
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（２）ポスター 
ポスターを計 6種類（B1:1 種類、B2:1 種類、A3:4 種類）作成し、市内各所に配布、掲出依頼を

行った。また、令和５（２０２３）年１０月の１か月間、自治会掲示板にポスターを掲示した。 

   主な配布先：市内外美術館・ギャラリー、市内外芸術系学校、公共施設、鉄道駅（JR 駅、東武鉄

道駅、埼玉高速鉄道駅の一部）、市内企業、商店街 など 

※JR 駅は東京駅、横浜駅、八王子駅、千葉駅、甲府駅等を含む首都圏 113 駅に掲出。 

印刷物 展開時期 仕様等 
ポスター 令和５年 

（2023 年） 
7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

B2 

B1 
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印刷物 展開時期 仕様等 
ポスター 令和５年 

（2023 年） 
7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片面/4C/B1:300 部、B2:2,000 部、A3:計 4,400 部 

 
 
 
 
 
 

A B 

C D 

A3 
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（３）ガイドマップ 
メイン会場や市民プロジェクト、公募プログラム、連携プロジェクトなどの地図を網羅したガイ

ドマップを各会場に設置した。 

印刷物 展開時期 仕様等 
ガイドマップ 令和５年 

（2023 年） 
９月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A3/両面二つ折り/2C/50,000 部 
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（４）公式カタログ 
作品やイベントなどを網羅的に記録した資料として公式カタログを作成した。 

印刷物 展開時期 仕様等 

公式カタログ 
令和６年 

（2024 年） 
２月 

 
＜パターンＡ＞ 

<裏表紙>              ＜表紙＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜パターンＢ＞ 
<裏表紙>               ＜表紙＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B5/114P/4C/2,000 部 
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（５）その他 

 開催実施計画、開催概要の冊子を作成し、メディア等への周知・説明に活用した。また、周知用

のノベルティを作成したほか、メイン会場では芸術祭公式グッズやアーティストグッズの販売も

行った。 

【開催実施計画・開催概要】 
種別 展開時期 仕様等 

開催実施計画 
令和４年 

（2022 年） 
８月 

   
A4/4C/44P/2,000 部 

開催概要 
令和５年 

（2023 年） 
7 月 

   
A4/4C/24P/2,000 部 

  

【ノベルティ】 
種別 展開時期 仕様等 

ネックストラッ
プ 

令和４年 
（2022 年） 

10 月 

 
1,000 個 
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種別 展開時期 仕様等 

クリアファイル
（不透明） 

令和４年 
（2022 年） 

７月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
A4/両面/3,000 部  

ステッカー 
令和５年 

（2023 年） 
９月 

 
東京ガールズコレクションのお土産袋の中に同封 
H55×W85mm/20,000 枚 

ステッカー 
令和５年 

（2023 年） 
５月 

  
札幌国際芸術祭、横浜トリエンナーレとのコラボ 
H148×W105mm/1,000 枚 

缶バッジ 
令和５年 

（2023 年） 
４月 

  
 
 
 
 
 
全８種 

コースター 
令和５年 

（2023 年） 
10 月 

 
 
 
 
 
 
 
H100mm×W100mm/5,000 枚 
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種別 展開時期 仕様等 

ケーキピック 
令和５年 

（2023 年） 
10 月 

 

 

 

 

 

 

 

H25mm×W25mm/5,000 枚 

和菓子用シール 
令和５年 

（2023 年） 
10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25mm×W25mm/5,000 枚 

ピンバッチ 
令和５年 

（2023 年） 
10 月〜12 月 

 
H20mm×W20mm/3,000 個 

 

【バックパネル、のぼり、フラッグ、懸垂幕、バナー】 
種別 展開時期 仕様等 

バックパネル 
令和５年 

（2023 年） 
７月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
H2240〜2270×W2240〜2270mm/2 枚 
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種別 展開時期 仕様等 

のぼり 
令和５年 

（2023 年） 
７月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H1800×W600mm /50 枚 

商店街等街路灯
フラッグ 

令和５年 
（2023 年） 
7 月〜12 月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
H900×W600/片面/2C/215 箇所 

さいたま新都心
駅前東西自由通
路 懸 垂 幕 ・ バ
ナー 

令和 5 年 
（2023 年） 
7 月〜12 月 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真：ファンジェー 
懸垂幕 Ｈ6,800mm×W950mm/両面/4C/20 枚 
 

 
写真：ファンジェー 

バナー Ｈ600×Ｗ1,200mm/両面/4C/3 枚 
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【芸術祭公式グッズ】 
種別 展開時期 仕様等 

ポ ス ト カ ー ド
セット（全８種、
５枚ランダム入
り） 

令和 5 年 
（2023 年） 

10 月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
H100×W148mm、300 個×８種（480 セット） 価格 \1,000（税込） 

手ぬぐい 
令和 5 年 

（2023 年） 
10 月 

 
 
 
 
 
 
 
 
H900×W330mm、500 枚 価格 \1,200（税込） 

ステッカーセッ
ト 

令和 5 年 
（2023 年） 

10 月 

 
 
 
 
 
 
 
 
（緑ドット）H151×W90mm、特色 1C、半抜き加工 
（写真）H60×W75mm、4C、全抜き加工×３種 
 価格 \800（税込） 

トートバッグ 
令和 5 年 

（2023 年） 
10 月 

  
H370×W360mm、200 個 価格 \1,800（税込） 
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種別 展開時期 仕様等 

クリアファイル 
（透明） 

令和 5 年 
（2023 年） 

8 月 

 

 

 

 

 

 

 

H310×W220mm、500 個 価格 \500(税込) 

オリジナルフ
レーム切手 

令和 5 年 
（2023 年） 

9 月 

 
販売場所 メイン会場、市内郵便局（99 箇所）、郵便局ネットショップ 
販売部数 298 シート（\1,530／1 シート） 

ヌゥぐるみ さ
いたま国際芸術
祭２０２３ver.
（L サイズ） 

令和 5 年 
（2023 年） 

10 月 

 

 

 

 

 

 

 
ヌゥぐるみ（L サイズ）18 個、オリジナルシャツ 100 枚 
価格 \3,800(税込) 
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（Ⅳ）ウェブサイト・SNS 
  公式ウェブサイトに情報を集約することで、関連する情報を容易に取得できるようにするとともに、

SNS（Facebook、X（旧 Twitter）、Instagram）を用いて外部への拡散を狙った情報発信を継続的に行っ

た。 

（１）公式ウェブサイト 
・サイト立ち上げから閉鎖までの期間（令和５（２０２３）年１月３１日から１２月３１日）で、

８５の国と３９８の地域からアクセスがあり、閲覧数は８１１，８７６回であった。 

・会期中（令和５（２０２３）年１０月７日から１２月１０日）には、６６の国と３０６の地域か

らアクセスがあり、閲覧数は５３８，４３１回であった。 

・掲載コンテンツ数は２７０件（ニュース：４４件、メイン会場に関する情報：５７件、その他の

会場に関する情報：１６９件）であった。 

 ◯トップページ（日本語版：左、英語版：右） 
    

 

 

 

 

 

 

◯閲覧数 
全期間：８１１，８７６回［令和５（２０２３）１月３１日～１２月３１日］ 

 

 

 

  

 

 

 

 

会期中：５３８，４３１回［令和５（２０２３）１０月７日～１２月１０日］ 
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（２）公式 Facebook 
・さいたまトリエンナーレ２０１６の際に取得したアカウントを継続利用し、最新情報やイベント

情報などを随時発信した。 

・令和４（２０２２）年１月２４日からさいたま国際芸術祭２０２３に関する投稿を開始し、投稿

数１８０件、フォロワー数４，０７７人、リーチ数１．７３万回（令和５（２０２３）年１２月

１０日時点）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）公式 X（旧 Twitter） 
・さいたまトリエンナーレ２０１６の際に取得したアカウントを継続利用し、最新情報やイベント

情報などを随時発信した。 

・令和４（２０２２）年１月２４日からさいたま国際芸術祭２０２３に関する投稿を開始し、投稿

数４５３件、フォロワー数３，１４６件（令和５（２０２３）年１２月１０日時点）であった。 
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（４）公式 Instagram 
・さいたま国際芸術祭２０２０の際に取得

したアカウントを継続利用し、イベント

や作品写真等を随時投稿した。 

・令和４（２０２２）年８月２７日から投

稿を開始し、投稿数５７件、フォロワー

数２，２１０人（令和５（２０２３）年

１２月１０日時点）であった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ⅴ）広告 
（１）交通機関等を活用した広報（デジタルサイネージ） 

会場への玄関口である大宮駅周辺等でデジタルサイネージを活用した広報を展開した。 

展開場所 展開時期 

JR 大宮駅東口周辺 令和５年（2023 年） 
10 月２日〜12 月３日 

埼玉高速鉄道車両内 令和５年（2023 年） 
７月 31 日〜11 月 26 日 

埼玉りそな銀行店内 令和５年（2023 年） 
８月１日〜11 月 30 日 

武蔵野銀行店内 令和５年（2023 年） 
10 月７日〜12 月 10 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真：ファンジェー 
デジタルサイネージ 

（ＪＲ大宮駅東口周辺） 

デジタルサイネージ 
（埼玉高速鉄道車両内） 
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（Ⅵ）イベント等による広報 
開幕前にさいたま国際芸術祭２０２３の機運醸成を目的として、市内で会期前イベントを開催した

ほか、市内外で芸術祭を周知するブースを出展した。 

（１）会期前イベント 
日時 会場 概要 

令和５年（2023 年） 
８月 26 日（土） 

10:00〜18:00 

大宮門街 １階  
門街広場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロゴ使用したオリジナルうちわやオリジナルポーチの作
成、盆栽ワークショップ、パフォーマンス（市内アマチュ
アオーケストラ有志、廣田敢太（盆栽師）×盆栽Ｑ、岩槻
JAZZ、さいたま市立浦和南高等学校音楽部）、チケット販売
など 

令和５年（2023 年） 
９月９日（土）・10 日（日） 

13:00〜18:00（９日） 
10:00〜18:00（10 日） 

※「さいたま市フェア」と同時
開催 

イオンモール与野 
ローズコート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロゴ使用したオリジナルうちわやオリジナルポーチの作
成、パフォーマンス（中国ゴマ 木坂、シンガーソングライ
ター yuka、STUDIORIZM mode KIDS BREAKING CLASS、
浦和学院高等学校コーラス部、批魅鼓、やぎりんトリオ・
リベルタ）、チケット販売など 

令和５年（2023 年） 
９月 23 日（土） 

12:00〜21:00 

伊勢丹浦和店 屋上
（デパそら
URAWA） 

 

 

 

 

 

 
ロゴ使用したオリジナルうちわやオリジナルポーチの作
成、パフォーマンス（コカリナ・オーク、浦和ギターマン
ドリンクラブ）、チケット販売など 
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（２）その他 
日時 会場 概要 

令和５年（2023 年） 
５月 27 日（土）10:00〜 

28 日（日）18:00 

六本木ヒルズ 
森タワー２階  

ウェストウォーク南 
吹き抜け付近 

 
 
 
 
 
 
 
 
「六本木アートナイト 2023」会場内にて、同年度に開催さ
れる、札幌国際芸術祭 2024・第８回横浜トリエンナーレと
連携し、ＰＲを実施 

令和５年（2023 年） 
８月 12 日（土） 

11:00〜17:00 

羽田空港 
第３ターミナル 

(国際線) 
観光情報センター横 

(到着階ロビー) 

 
 
 
 
 
 
 
羽田空港を利用する訪日外国人観光客に対してＰＲを実施 

令和５年（2023 年） 
11 月 11 日（土） 

11:00〜16:00 

東京ソラマチ® 
５F 

スペース 634 

 

 

 

 

 

 
住み替え・移住ＰＲイベント「おいで埼玉！」（埼玉県主催）
に芸術祭ブースを設置し、ＰＲを実施 
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（Ⅶ）庁内連携による広報・ＰＲ 
（１）ＰＲ番組の放映 
・さいたま市のテレビ広報番組「のびのびシティさいたま市」においてさいたま国際芸術祭２０２

３を取り上げ、メイン会場や市民プロジェクトの紹介などを通して芸術祭の魅力を周知した。 

 放映日 令和５年（2023）年 11 月５日・12 日 

 内 容 見て触れて楽しもう！さいたま国際芸術祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テレビ埼玉「マチコミ」や City FM さいたま、FM NACK5 にてＰＲを行った。 

【テレビ埼玉：３件、City FM さいたま:10 件、FM NACK5：11 件】 

 

（２）デジタルサイネージの活用 
大宮駅西口アルシェビルや各区催事情報システムのデジタルサイネージなどで、さいたま国際芸

術祭２０２３のＰＲ動画を放映した。 

媒体名 放映期間 
催事情報システム（各区役所） 令和5（2023）年7月〜12月 
わが街NAVI（イオンモール浦和美園・与野） 令和5（2023）年7月〜12月 
番号表示案内板（各区役所） 令和5（2023）年7月〜12月 
大宮門街 令和5（2023）年7月〜12月 
大宮駅西口アルシェビル 令和5（2023）年7月〜12月 
多言語対応型地図案内板（大宮駅西口、土呂駅東口、大宮
公園駅前） 

令和5（2023）年9月〜12月 

さいたま新都心大型映像装置 令和5（2023）年7月〜12月 
ＮＡＣＫ５スタジアム大宮 大型映像装置 令和5（2023）年8月27日・11月12日 
埼玉スタジアム２〇〇２ 大型映像装置 令和5（2023）年10月20日 
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（３）市報さいたまへの掲載 
市報さいたま（市内全戸約６５万部配布）令和５（２０２３）年度９月号にチラシを折り込み市

民へ周知した。また、情報掲示板などでイベント情報等を継続的に掲載するとともに、令和５（２

０２３）年度８月号からクローズアップページや特集ページにて大々的にＰＲした。 

 

 

号数 コーナー タイトル 

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度 

1月号 情報掲示板 さいたま国際芸術祭レガシー さいたまアーツセンタープロジェクトの催し 

2月号 

情報掲示板 さいたま国際芸術祭レガシー 裏アートさいたまパネル展示 

情報掲示板 さいたま国際芸術祭レガシー さいたまアーツセンタープロジェクトの催し 

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度 

7月号 情報掲示板 さいたま国際芸術祭レガシー さいたまアーツセンタープロジェクトの催し 

8月号 情報掲示板 さいたま国際芸術祭レガシー さいたまアーツセンタープロジェクトの催し 
9月号 情報掲示板 さいたま国際芸術祭レガシー さいたまアーツセンタープロジェクトの催し 

10月号 情報掲示板 さいたま国際芸術祭レガシー さいたまアーツセンタープロジェクトの催し 

11月号 情報掲示板 
さいたま国際芸術祭２０２３ディレクター：目[mé]が考える、さいたま国際芸術祭
「市民参加」の今 

1月号 
特集 
トピックス 

新春対談 さいたまで出会う新しいアート 
さいたま国際芸術祭２０２３ 公募プログラムを募集します 

2月号 情報掲示板 さいたま国際芸術祭２０２３ 市民プロジェクト 
3月号 情報掲示板 さいたま国際芸術祭２０２３ 市民プロジェクト 

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度 

8月号 
クローズアップ 

・メイン会場参加アーティストから３人を紹介 
・公式WEBサイト公開中  
・メイン会場の前売チケット販売中 
・さいたま国際芸術祭２０２３関連イベント 
・市民サポーター募集 

情報掲示板 さいたま国際芸術祭２０２３ 市民プロジェクト 

9月号 
クローズアップ 

・メイン会場・大ホール公演予約 9月7日(木)から受付開始 
・市民ＰＲイベント 
・メイン会場の前売チケット販売中 
・市民サポーター募集 

情報掲示板 さいたま国際芸術祭２０２３ 市民プロジェクト 
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号数 コーナー タイトル 
情報掲示板 さいたま国際芸術祭２０２３ 公募プログラム 

10月号 

特集 

さいたま国際芸術祭２０２３ アートは非日常 でも日常の延長にあるもの 
・現代アートチーム 目[mé]及びメイン会場参加アーティストの近藤良平氏との対談 
・さいたま国際芸術祭の見どころ 
・市内を巡って芸術に触れよう！ 
・公募プログラム イベント情報 

情報掲示板 さいたま国際芸術祭２０２３ 市民プロジェクト 
情報掲示板 市美術家展 さいたま国際芸術祭２０２３市民投票賞 

情報掲示板 
さいたま国際芸術祭２０２３応援プロジェクト 公園deアート〜秋空の下、ヌゥと一緒
に思いっきり描こう！〜 

11月号 
クローズアップ 

・注目公演 村川拓也演出・構成 舞台公演「仕事と働くことを演じる２」 
・芸術祭の会場運営などを補助する市民サポーターが毎月活動中 

情報掲示板 さいたま国際芸術祭２０２３ 市民プロジェクト 

12月号 クローズアップ 
・メイン会場で展開するファッションショー 
・芸術祭の会場運営などを補助する市民サポーターが毎月活動中 

 

 

（４）その他 
時期 内容 

令和5（2023）年7月2日 夏祭り飾りde活動紹介パネル展に出展し、芸術祭パネルブースを設置した。 

令和5（2023）年7月14日〜25日 
第94回都市対抗野球大会のＰＲブースにて、芸術祭のポスターの掲出やチラ
シの配架を行った。 

令和5（2023）年7月〜9月 
市内文化施設で行われた公演や市内で開催された夏祭り等で、チラシの配布
や前売チケットを販売した。 

令和5（2023）年7月〜12月 さいたま市役所本庁舎掲示板に芸術祭ポスターを掲出した。 

令和5（2023）年8月〜12月 さいたま市公式XやLINEで芸術祭の情報発信を行った。 

令和5（2023）年9月・11月 
東日本連携・創生フォーラム「広報紙での連携」事業にて、みなかみ町・上
田市・宇都宮市・会津若松市・南魚沼市（9月号）、福井市（11月号）の広報
誌に芸術祭の案内を掲載した。 

令和5（2023）年9月2日 
さいたまスーパーアリーナで開催された「第37回 マイナビ 東京ガールズコ
レクション 2023 AUTUMN/WINTER」のお土産袋に芸術祭ステッカーを同
封し、配布した。 

令和5（2023）年9月〜10月 
与野本町コミュニティセンターと浦和コミュニティセンターで開催された児
童・生徒絵画作品展で、芸術祭の缶バッジを参加賞として参加者に配布した。 

令和5（2023）年10月４日〜12月10日 
パレスホテル大宮が「芸術の秋にアートな旅を【さいたま国際芸術祭２０２
３】 １ＤＡＹチケット付きプラン」を販売した。10月４日〜10月６日の期
間は前売チケット、10月７日以降は当日チケットが付随した。 

令和5（2023）年10月〜12月 
さいたま国際芸術祭２０２３スタンプラリーを実施。集めたスタンプの数に
応じて景品をプレゼントした。 
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時期 内容 

令和5（2023）年10月〜12月 
さいたまチケ得キャンペーンを実施し、さいたま国際芸術祭２０２３メイン
会場のチケットを提示した方を対象に、協賛店（計20店舗）にて任意に定め
た特典や期間限定メニューを提供した。 

令和5（2023）年10月・12月 Yahoo!JAPANのウェブページやLINEの表示画面等へバナー広告を掲載した。 

令和5（2023）年10月〜12月 さいたま市公式ホームページのトップバナーに芸術祭のバナーを掲載した。 

令和5（2023）年11月 財務省広報誌「ファイナンス（11月号）」に芸術祭の案内を掲載した。 

令和5（2023）年11月 
メイン会場にて、県民の日WEEKとして芸術祭オリジナルポーチを制作する
ワークショップを実施した。 

令和5（2023）年11月25日 
鉄道ふれあいフェアのさいたま市ブースで、芸術祭のティッシュ等を配布し
た。 

令和5（2023）年11月〜12月 大宮門街などで、芸術祭のティッシュを配布した。 

令和5（2023）年11月〜12月 
メイン会場受付付近に芸術祭オリジナルグッズのガチャガチャを設置・販売
した。 

令和5（2023）年11月〜12月 
ZOOMを利用して、「第３の目ラジオ さいたま国際芸術祭２０２３のリアル
な声を聴くラジオ」の放送を行った（計４回）。 

令和5（2023）年12月 
さいたま国際芸術祭を紹介する動画（ヌゥFILM）を３本作成した。芸術祭公
式SNS及びYouTubeに投稿し、周知を図った。 

令和5（2023）年12月 
議会局秘書総務課が発行する広報誌「市議会だより（ロクマル）12月号」に
芸術祭の案内を掲載した。 

 
   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


